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計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

ＳＩＣ内標識配置平面図（１）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（西行き）
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計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

ＳＩＣ内標識配置平面図（２）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（東行き）
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図示

標識レイアウト図（１）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

標識レイアウト図（１）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

規制・警戒・指示標識　S=1:30
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反射式D（逆光）

※内部照明式の表面板は逆光対策型を施工する事

図示

標識レイアウト図（２）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

標識レイアウト図（２）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

規制・警戒・指示標識　S=1:30
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注　　意

（２）キャッププレートのRは曲率半径を示す。
（３）普通ボルトについては、緩み止めナットとする。

（１）スカラップは、全て R=35とする。

KIND DIMENSION
UNIT WEIGHT NUM TOTAL

NOTE
WEIGHT (kg) BER WEIGHT

STK φ 406.4 × 7.9 × 7500 77.6 kg/m 582.00 1 582.0 POST

PL 28 × 690 × 690 76.09 1 76.1 BASE PL

PL 12 × 140 × 250 1.56 8 12.5 RIB PL

PL 4.5 × φ 430 5.13 1 5.1 TOP PL

PL 4.5 × 50 × 50 0.09 4 0.4 G PL

PL 2.3 × φ 450 2.87 1 2.9 CAP PL

STK φ 216.3 × 8.2 × 678 42.1 kg/m 28.54 2 57.1 B KT

PL 2.3 × φ 220 0.69 2 1.4 CAP PL

PL 22 × φ 375 12.73 2 25.5 FLG PL

PL 9 × 70 × 213 1.05 16 16.8 RIB PL

STK φ 216.3 × 8.2 × 5228 42.1 kg/m 220.10 2 440.2 BEAM

PL 2.3 × φ 220 0.69 2 1.4 CAP PL

PL 22 × φ 375 12.73 2 25.5 FLG PL

PL 9 × 70 × 180 0.38 16 6.1 RIB PL

STK φ 139.8 × 4.5 × 1155 15.0 kg/m 17.33 2 34.7 TIE BEAM

［ 150 × 75 × 6.5× 10 × 152 18.6 kg/m 2.83 2 5.7 PIECE

［ 150 × 75 × 6.5× 10 × 232 18.6 kg/m 4.32 2 8.6 PIECE

H.T.BOLT M 20 × 80 (F8T) 16 BEAM

M.BOLT M 16 × 65 (1UN,1N,2PW,1SW) 8 STRUT

PAN  HEAD

SCREW M 8 × 20 4 TOP PL

TOTAL 1302.0

BOLT M 36 × 850 7.99 kg/m 6.79 8 54.3 ANCHOR

NUT           M 36  GRADE 1 ― 16 ― ANCHOR

NUT           M 36  GRADE 2 ― 8 ― ANCHOR

WASHER           M 36   t = 6.0 ― 8 ― ANCHOR

FB 6 × 90 × 640 4.24 kg/m 2.71 8 21.7 ANCHOR

TOTAL 76.0

材料表 1箇所当り

STRUT

AL T-80×80×5×8

5
8
30

1
3
20

3
50

POST

STK-φ406.4×7.9

B
K
T

S
T
K
-
φ

2
1
6
.
3
×

8.
2

BEAM

STK-φ216.3×8.2
TIE BEAM

STK-φ139.8×4.5

30

車道 CL
橋脚 CL

▽79.582▽79.561

2.00%

▽78.486

1400 3000 850

5250350

5600350 150

1000 3000 1000

5000750

6
00

1
00

1
5
00

4
40

1
3
20

4
40

2
2
00

(
50
3
9)

7
5
00

750 35002500

11500450

1500

8
00

12275

1043

1
1
55

200

280

1
3
20

1
3
22

4
2 9

4
2 9

2
1
80

a

STRUT

AL T-80×80×5×8

TIE BEAM

STK-φ139.8×4.5

1
1
55

7
0

4
0

4
0

1
50

2-BOLT M16

HOLE φ19
200

(280)

5525

AL T-80×80×5×8

6

4

25
30 25

80

［-150×75×6.5×10

7

2 FLG PL-22
H.T.BOLT 8-M20

φ29540 40

φ375

POST

STK-φ406.4×7.9

BKT

STK-φ216.3×8.2

10

c

BEAM

STK-φ216.3×8.2

43
50

350 350

8

CAP PL-2.3 (R=210)

8 RIB PL-9

8 RIB PL-9

22
22

180

15

70

15

7

4G PL-4.5×50×50

PAN HEAD SCREW

4-M8×20

CAP PL-2.3 (R=430)

TOP PL-4.5×φ430

(F8T)

213 180

15
5
0

G仕上げ

応力方向に

グラインダー掛け

50
G

G

のど厚は脚長の

0.7倍以上確保

2
75

2
75

70
70

6
90

27570 275 70

690

2
50

28

15

140

15

8-ANCHOR HOLE φ41 (M36)

8-RIB PL-12

1-BASE PL-28

b

c

7

2
8

1
0

1
0

7

6

7

6

2
75

2
75

45
45

6
40

275 27545 45

640

8-HOLE φ39
FB-6×90

4

8-ANCHOR BOLT M36

NUT GLADE 1
NUT GLADE 2

1
00

5
50

50

7
00

30
1
20

8
50

4

正　面　図 S=1:60

壬生高架橋　P53橋脚  東行き STA.108+94.5

側　面　図 S=1:60

梁・柱の取合詳細図 S=1:20

橋脚部詳細図 S=1:20

ａ 部詳細図 S=1:20

ｂ 部詳細図 S=1:10 ｃ 部詳細図 S=1:10

防錆処理
1）標識柱の防錆処理は、溶融亜鉛めっきを施すものとする。
2）防錆処理は、次の基準に適合しなければならない。

項　目 適用すべき諸基準

ボルトおよびナット

厚さ3.2mm未満の鋼材

HTB
厚さ3.2mm以上の鋼材

部　材 種類・規格

溶融亜鉛めっき JIS H 8641

HDZT 49

HDZT 77

備　考
図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１）
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P52橋脚側P54橋脚側

P53橋脚

350

側面図

650

30

標識柱基部

▽79.191

1500 10775

200 970 88

コンクリート表面処理工(チッピング)

鉄筋探査工

F22 標識柱基部 配置図 縮 尺　1:125

※既設橋 橋脚に設置する面はコンクリート表面処理を施す

壬生高架橋　P53橋脚  東行き STA.108+94.5

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（２）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（２）

項　目

コンクリート   B2-1 ㎥ 0.932

材料表 1箇所当り

規　格 単　位 数　量 適　用

型わく

無収縮モルタル

コンクリート削孔

コンクリート削孔長

エポキシ樹脂

鉄　筋

φ29，L=295

φ39，L=445

φ29，L=295

φ39，L=445

削孔部

ブラケット背面不陸調整

D19

D16

合計

㎡

リットル

箇所

箇所

m

m

リットル

リットル

kg

kg

kg

4.274

20.181

18

-

5.310

-

2.053

-

83

24

107

コンクリート表面処理工 (チッピング) 1.048

横向き 0.417

㎡

鉄筋探査工 ㎡

下向き 0.631㎡

  C
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無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル

無収縮モルタル 無収縮モルタル

注)

  1.施工にあたっては、現地計測を実施して

  2.コンクリートの設計基準強度は24N/mm2とする。

P54橋脚側 P53橋脚側

P53橋脚

▽79.191 ▽79.191

▽78.368 ▽78.368

560

定着長 285 定着長 285

定着長 285 定着長 285

C6 D16

C6 D16

C6 D16

C6 D16

    既設構造寸法を再確認する事。

    ただし、設計計算では、既設コンクリートと

    同様の強度とみなす。

  4.コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を

    湿潤状態にする事。

  5.アンカー削孔箇所は鉄筋探査を行い

    既設鉄筋を破損させない事。

  3.使用鉄筋はSD345とする。

F22 標識柱基部 配筋図(その1) 縮 尺　1:25
壬生高架橋　P53橋脚  東行き STA.108+94.5

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（３）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（３）
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鉄筋埋込詳細 縮 尺　1:7.5

壬生高架橋 P53 鉄筋表
記号 径 長さ(mm) 本数 単位重量 一本当重量 重量(kg)

C1 D19 2130 6 2.25 4.79 29

C2 D19 1640 6 2.25 3.69 22

C3-1 D19 1870 3 2.25 4.21 13

C3-2 D19 1290 3 2.25 2.90 9

C4 D19 2210 2 2.25 4.97 10

C5 D16 850 8 1.56 1.33 11
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鉄筋加工寸法表
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鉄

間

C6 6 - D16 x 1380

844

2
85

2
85

C6 D16 1380 6 1.56 2.15 13

注)

  1.コンクリートの設計基準強度は24N/mm2とする。

    ただし、設計計算では、既設コンクリートと

    同様の強度とみなす。

  2.使用鉄筋はSD345とする。

埋
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長
 
2
85

埋込長 285

埋
込

長
 
2
85

埋
込

長
 
2
85

F22 標識柱基部 配筋図(その2) 縮 尺　1:25
壬生高架橋　P53橋脚  東行き STA.108+94.5

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（４）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（４）
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KIND DIMENSION
UNIT WEIGHT NUM TOTAL

NOTE
WEIGHT (kg) BER WEIGHT

STK φ 406.4 × 9.5 × 8400 93.0 kg/m 781.20 1 781.2 POST

PL 32 × 690 × 690 87.02 1 87.0 BASE PL

PL 12 × 140 × 250 1.56 8 12.5 RIB PL

PL 4.5 × φ 430 5.13 1 5.1 TOP PL

PL 4.5 × 50 × 50 0.09 4 0.4 G PL

PL 2.3 × φ 450 2.87 1 2.9 CAP PL

STK φ 216.3 × 8.2 × 678 42.1 kg/m 28.54 2 57.1 B KT

PL 2.3 × φ 220 0.69 2 1.4 CAP PL

PL 22 × φ 375 12.73 2 25.5 FLG PL

PL 9 × 70 × 213 1.05 16 16.8 RIB PL

STK φ 216.3 × 8.2 × 4228 42.1 kg/m 178.00 2 356.0 BEAM

PL 2.3 × φ 220 0.69 2 1.4 CAP PL

PL 22 × φ 375 12.73 2 25.5 FLG PL

PL 9 × 70 × 180 0.38 16 6.1 RIB PL

STK φ 139.8 × 4.5 × 1845 15.0 kg/m 27.68 2 55.4 TIE BEAM

［ 150 × 75 × 6.5× 10 × 152 18.6 kg/m 2.83 2 5.7 PIECE

［ 150 × 75 × 6.5× 10 × 272 18.6 kg/m 5.06 2 10.1 PIECE

H.T.BOLT M 20 × 80 (F8T) 16 BEAM

M.BOLT M 16 × 65 (1UN,1N,2PW,1SW) 8 STRUT

PAN  HEAD
SCREW M 8 × 20 4 TOP PL

TOTAL 1450.1

BOLT M 42 × 870 10.9 kg/m 9.48 8 75.8 ANCHOR

NUT           M 42  GRADE 1 ― 16 ― ANCHOR

NUT           M 42  GRADE 2 ― 8 ― ANCHOR

WASHER           M 42   t = 7.0 ― 8 ― ANCHOR

FB 6 × 90 × 640 4.24 kg/m 2.71 8 21.7 ANCHOR

TOTAL 97.5

注　　意

（２）キャッププレートのRは曲率半径を示す。
（３）普通ボルトについては、緩み止めナットとする。

（１）スカラップは、全て R=35とする。

材料表 1箇所当り
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NUT GLADE 1

4

4

8-ANCHOR BOLT M42

正　面　図 S=1:60

壬生高架橋　P 95橋脚  東行き STA.119+02

側　面　図 S=1:60

梁・柱の取合詳細図 S=1:20

橋脚部詳細図 S=1:20

ａ 部詳細図

S=1:20

ｂ 部詳細図 S=1:10 ｃ 部詳細図 S=1:10

壬生高架橋　P110橋脚  東行き STA.123+24

防錆処理
1）標識柱の防錆処理は、溶融亜鉛めっきを施すものとする。
2）防錆処理は、次の基準に適合しなければならない。

項　目 適用すべき諸基準

ボルトおよびナット

厚さ3.2mm未満の鋼材

HTB
厚さ3.2mm以上の鋼材

部　材 種類・規格

溶融亜鉛めっき JIS H 8641

HDZT 49

HDZT 77

備　考
図示

橋梁部案内標識構造詳細図（５）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（５）
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コンクリート表面処理工(チッピング)

鉄筋探査工

F22 標識柱基部 配置図 縮 尺　1:125

※既設橋 橋脚に設置する面はコンクリート表面処理を施す

壬生高架橋　P 95橋脚  東行き STA.119+02

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（６）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（６）

項　目

コンクリート ㎥ 0.932

材料表

規　格 単　位 数　量 適　用

型わく

無収縮モルタル

コンクリート削孔

コンクリート削孔長

エポキシ樹脂

鉄　筋

φ29，L=295

φ39，L=445

φ29，L=295

φ39，L=445

削孔部

ブラケット背面不陸調整

D19

D16

合計

㎡

リットル

箇所

箇所

m

m

リットル

リットル

kg

kg

kg

4.274

20.181

18

-

5.310

-

2.053

-

83

24

107

コンクリート表面処理工 (チッピング) 1.048

横向き 0.417

㎡

鉄筋探査工 ㎡

下向き 0.631㎡

1箇所当り

  B2-1

  C
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定着長 285 定着長 285

定着長 285 定着長 285

C6 D16

C6 D16

C6 D16

注)

  1.施工にあたっては、現地計測を実施して

  2.コンクリートの設計基準強度は24N/mm2とする。

    既設構造寸法を再確認する事。

    ただし、設計計算では、既設コンクリートと

    同様の強度とみなす。

  4.コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を

    湿潤状態にする事。

  5.アンカー削孔箇所は鉄筋探査を行い

    既設鉄筋を破損させない事。

  3.使用鉄筋はSD345とする。

F22 標識柱基部 配筋図(その1) 縮 尺　1:25

壬生高架橋　P 95橋脚  東行き STA.119+02

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（７）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（７）
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エポキシ樹脂注入

鉄筋埋込詳細 縮 尺　1:7.5
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鉄筋加工寸法表

a

90
°

a

θ

a

φ

筋

帯

筋

鉄

間

850

C5 8 - D16 x 850

C6 6 - D16 x 1380

844

2
85

2
85

記号 径 長さ(mm) 本数 単位重量 一本当重量 重量(kg)

C1 D19 2130 6 2.25 4.79 29

C2 D19 1640 6 2.25 3.69 22

C3-1 D19 1870 3 2.25 4.21 13

C3-2 D19 1290 3 2.25 2.90 9

C4 D19 2210 2 2.25 4.97 10

C5 D16 850 8 1.56 1.33 11

Σ 107

D19 83

D16 24

Σ 107

C6 D16 1380 6 1.56 2.15 13

注)

  1.コンクリートの設計基準強度は24N/mm2とする。

    ただし、設計計算では、既設コンクリートと

    同様の強度とみなす。

  2.使用鉄筋はSD345とする。

埋
込

長
 
2
85

575

埋込長 285

埋
込

長
 
2
85

埋
込

長
 
2
85

F22 標識柱基部 配筋図(その2) 縮 尺　1:25

壬生高架橋　P 95橋脚  東行き STA.119+02

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（８）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（８）
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側面図

650

10775

標識柱基部

コンクリート表面処理工(チッピング)

鉄筋探査工

F22 標識柱基部 配置図 縮 尺　1:125

壬生高架橋　P110橋脚  東行き STA.123+24

※既設橋 橋脚に設置する面はコンクリート表面処理を施す

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（９）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（９）

項　目

コンクリート ㎥ 0.932

規　格 単　位 数　量 適　用

型わく

無収縮モルタル

コンクリート削孔

コンクリート削孔長

エポキシ樹脂

鉄　筋

φ29，L=295

φ39，L=445

φ29，L=295

φ39，L=445

削孔部

ブラケット背面不陸調整

D19

D16

合計

㎡

リットル

箇所

箇所

m

m

リットル

リットル

kg

kg

kg

4.274

20.181

18

-

5.310

-

2.053

-

83

24

107

コンクリート表面処理工 (チッピング) 1.048

横向き 0.417

㎡

鉄筋探査工 ㎡

下向き 0.631㎡

1箇所当り材料表

  B2-1

  C
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注)

  1.施工にあたっては、現地計測を実施して

  2.コンクリートの設計基準強度は24N/mm2とする。

    既設構造寸法を再確認する事。

    ただし、設計計算では、既設コンクリートと

    同様の強度とみなす。

  4.コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を

    湿潤状態にする事。

  5.アンカー削孔箇所は鉄筋探査を行い

    既設鉄筋を破損させない事。

  3.使用鉄筋はSD345とする。

壬生高架橋　P110橋脚  東行き STA.123+24

F22 標識基礎工 配筋図(その1) 縮 尺　1:25

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１０）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１０）
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削孔長 295

エポキシ樹脂注入

鉄筋埋込詳細 縮 尺　1:7.5

壬生高架橋 P110 鉄筋表
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鉄筋加工寸法表
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筋

鉄

間

850

C5 8 - D16 x 850

C6 6 - D16 x 1380

844

2
85

2
85

記号 径 長さ(mm) 本数 単位重量 一本当重量 重量(kg)

C1 D19 2130 6 2.25 4.79 29

C2 D19 1640 6 2.25 3.69 22

C3-1 D19 1870 3 2.25 4.21 13

C3-2 D19 1290 3 2.25 2.90 9

C4 D19 2210 2 2.25 4.97 10

C5 D16 850 8 1.56 1.33 11

Σ 107

D19 83

D16 24

Σ 107

C6 D16 1380 6 1.56 2.15 13

注)

  1.コンクリートの設計基準強度は24N/mm2とする。

    ただし、設計計算では、既設コンクリートと

    同様の強度とみなす。

  2.使用鉄筋はSD345とする。
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575

壬生高架橋　P110橋脚  東行き STA.123+24

F22 標識基礎工 配筋図(その2) 縮 尺　1:25

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１１）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１１）
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注　　意

（２）キャッププレートのRは曲率半径を示す。
（３）普通ボルトについては、緩み止めナットとする。

（１）スカラップは、全て R=35とする。

KIND DIMENSION
UNIT WEIGHT NUM TOTAL

NOTE
WEIGHT (kg) BER WEIGHT

STK φ 406.4 × 12.7 × 9850 123 kg/m 1211.55 1 1211.6 POST

PL 36 × 690 × 690 97.90 1 97.9 BASE PL

PL 12 × 140 × 250 1.56 8 12.5 RIB PL

PL 4.5 × φ 430 5.13 1 5.1 TOP PL

PL 4.5 × 50 × 50 0.09 4 0.4 G PL

PL 2.3 × φ 450 2.87 1 2.9 CAP PL

STK φ 216.3 × 8.2 × 678 42.1 kg/m 28.54 2 57.1 B KT

PL 2.3 × φ 220 0.69 2 1.4 CAP PL

PL 22 × φ 375 12.73 2 25.5 FLG PL

PL 9 × 70 × 213 1.05 16 16.8 RIB PL

STK φ 216.3 × 8.2 × 4228 42.1 kg/m 178.00 2 356.0 BEAM

PL 2.3 × φ 220 0.69 2 1.4 CAP PL

PL 22 × φ 375 12.73 2 25.5 FLG PL

PL 9 × 70 × 180 0.38 16 6.1 RIB PL

STK φ 139.8 × 4.5 × 1845 15.0 kg/m 27.68 2 55.4 TIE BEAM

［ 150 × 75 × 6.5× 10 × 152 18.6 kg/m 2.83 2 5.7 PIECE

［ 150 × 75 × 6.5× 10 × 272 18.6 kg/m 5.06 2 10.1 PIECE

H.T.BOLT M 20 × 80 (F8T) 16 BEAM

M.BOLT M 16 × 65 (1UN,1N,2PW,1SW) 8 STRUT

PAN  HEAD
SCREW M 8 × 20 4 TOP PL

TOTAL 1891.4

M.BOLT M 42 × 200 (1UN,1N,2PW) 8 BASE PL

材料表 1箇所当り
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グラインダー掛け
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G

のど厚は脚長の

0.7倍以上確保

正　面　図 S=1:60

側　面　図 S=1:60

梁・柱の取合詳細図 S=1:20

橋脚部詳細図 S=1:20

ａ 部詳細図 S=1:20

ｂ 部詳細図 S=1:10

ｃ 部詳細図 S=1:10

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１２）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１２）

下野大橋　P11橋脚  西行き STA.135+29.9
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側　面　図
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F23 標識基礎工鋼製ブラケット図（その1）縮 尺　1:125
下野大橋　P11橋脚  西行き STA.135+29.9

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１３）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１３）

1箇所当り

KIND DIMENSION UNIT WEIGHT NUM TOTAL NOTE

WEIGHT (kg) BER WEIGHT

PL 790x 28x  782 174 136 1 136 BASE

PL 790x 22x 1962 136 267 1 267 FLG

PL 790x 22x 1998 136 272 1 272 FLG

PL 713x 22x 1962 123 181 2 362 WEB

PL 150x 22x  713 25.9 18.1 3 54 RIB

PL 500x 22x  706 86.4 61 1 61 DIA

PL 361x 22x  706 62.3 44 1 44 DIA

DB D 29x  510 5.04 2.57 8 21

NT M 24 0.108 8 1

WS M 24 0.035 8 1

DB D 29x  605 5.04 3.05 4 12

NT M 24 0.108 4 1

WS M 24 0.035 4 1

PL 600φx    9 20 1 20 HAND-A

PL 680φ- 480φx 25 35.8 2 72 HAND-A

BN M 16x100 0.232 6 1 HAND-A

PL 750x  9x  600 53 26.4 1 26 HAND-B

PL 900x 25x  680 177 51.8 2 104 HAND-B

BN M 16x100 0.232 6 1 HAND-B

PL 430x  9x  790 30.4 24 1 24 RIB

PL 363x  9x  790 25.6 20.2 1 20 RIB

PL 178x  9x  790 12.6 9.95 1 10 RIB

PL 345x  9x  173 24.4 2.11 5 11 RIB

1522 kg

材料表

材料表 1箇所当り

項目 規格 単位 数量 適　用

コンクリート削孔箇所 φ39 , L=445 箇所 12

コンクリート削孔長 φ39 , L=445 m 5.340

エポキシ樹脂

削孔部 リットル 2.931

ブラケット背面不陸調整 〃 3.279

合計 〃 6.21

鉄筋探査工 横向き ㎡ 0.656

落下防止ワイヤ― φ6(SUS304) m 3.000

マンホール蓋 アイボルト M8(SS400) 個 8

落下防止ワイヤ― シャックル BB型 8(SUS304) 8

ワイヤー固定金具 φ6用 (SCS13) 8

個

個

ナイロンコーティング(250μm以上）

注記)

 3.各種寸法については、現地計測後に確定する。

 1.ブラケットと既設コンクリート面の隙間にエポキシ樹脂を注入、

   充填し確実に密着させること。

   橋脚面は目荒しを行うこと。

 2.ブラケット全周にシール材施工すること。
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F23 標識基礎工鋼製ブラケット図（その2）縮 尺　1:125
下野大橋　P11橋脚  西行き STA.135+29.9

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１４）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１４）
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 新設数量（製作数:1）

42 - BN  M10 x 30 (1-W,1-TW)

 2 - CH  75 x 40 x 5 x 7 x 2540

 2 - Ch.PL 2520 x 3.2 x 1005 (SS400相当品)

 2 - PL  100 x 8 x 2520 (SM400A)

 4 - FB  65 x 6 x 2530

 2 - L   50 x 50 x 6 x 2530

 2 - CH  75 x 40 x 5 x 7 x 2031

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 1342 (STK400)

 6 - L    65 x 65 x 6 x 1233

 6 - PL  165 x 12 x 285 (SM400A)

24 - BN  M16 x 45 (2-W)

 6 - U.BOLT 呼び 25C

12 - U.BOLT 呼び 15C

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 1144 (STK400)

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 612 (STK400)

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 1931 (STK400)

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 2552 (STK400)

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 502 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1342 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1132 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 600 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1931 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 2552 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 502 (STK400)

撤去数量（製作数:1）

 8 - BN  M16 x 40 (1-W,SW)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 4469 (STK400)

 2 - PL  150 x 6 x 185 (SM400A)

 2 - L    65 x 65 x 6 x 1215

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 4469 (STK400)

 2 - PL  150 x 6 x 85 (SM400A)

 2 - U.BOLT 呼び 32C

 4 - U.BOLT 呼び 15C
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5. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、

 　ボルト径+3mmを標準とする。

3. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止め

 　ナットを使用すること。

2. 特記なきｽｶｰﾗｯﾌﾟは、全て35Rとする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注記

6. 床材に縞鋼鈑を使用する場合は、直径10mmの

 　排水孔を間隔1m（0.7m　）程度に1個所

 　程度設けること。

2

 4.部材は全て、溶融亜鉛めっきとする。

   但し、板厚3.2mm未満の部材と普通ボルト・ナットはHDZT49(HDZ35)、

   板厚3.2mm以上6.0mm未満の部材はHDZT63(HDZ45)とする。

   亜鉛めっきの膜厚は、JIS H 8641 HDZT77(HDZ55)とする。
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下部工検査路詳細図(その1) 縮 尺　1:125
下野大橋　P11橋脚  西行き STA.135+29.9

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１５）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１５）
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5. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、

 　ボルト径+3mmを標準とする。

3. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止め

 　ナットを使用すること。

2. 特記なきｽｶｰﾗｯﾌﾟは、全て35Rとする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注記

6. 床材に縞鋼鈑を使用する場合は、直径10mmの

 　排水孔を間隔1m（0.7m　）程度に1個所

 　程度設けること。

2

 4.部材は全て、溶融亜鉛めっきとする。

   但し、板厚3.2mm未満の部材と普通ボルト・ナットはHDZT49(HDZ35)、

   板厚3.2mm以上6.0mm未満の部材はHDZT63(HDZ45)とする。

   亜鉛めっきの膜厚は、JIS H 8641 HDZT77(HDZ55)とする。
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 2 - L   100 x 100 x 13 x 1911

下部工検査路詳細図(その2) 縮 尺　1:125
下野大橋　P11橋脚  西行き STA.135+29.9

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１６）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１６）

材料表 1箇所当り

KIND DIMENSION UNIT WEIGHT NUM TOTAL NOTE

WEIGHT (kg) BER WEIGHT

L 100x 100x 13x 2550 19.1 48.7 2 97

L 100x 100x 13x 2328 19.1 44.5 2 89

L 100x 100x 13x 577 19.1 11 2 22

L 100x 100x 13x 951 19.1 18.2 2 36

L 100x 100x 13x 929 19.1 17.7 2 35

L 50x 50x 6x 480 4.43 2.13 4 9

PL 521x  9x  239 36.8 5.1 2 10

PL 210x  9x  235 14.8 2.47 2 5

PL 326x  9x  459 23 8.55 2 17

PL 292x  9x  183 20.6 3.05 2 6

PL 210x  9x   90 14.8 1.17 8 9

BN M 16x 50(2-W) 0.162 20 3

PL 330x 19x  300 49.2 14.8 4 59 BASE

AN M 16x125 - 24 - 打込み式

BN M 16x 45(2-W) 0.154 16 2

P 21.7φx1.9x 1800 1.67 2 3 H-TIE

UB 呼び 15C型 0.118 4 1

476 kg

L 100x 100x 13x 1911 19.1 36.5 2 73
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Uボルト

支柱２本で手摺りを固定する箇所のみ

図面中は☆印で示す

5. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、

 　ボルト径+3mmを標準とする。

3. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止め

 　ナットを使用すること。

2. 特記なきｽｶｰﾗｯﾌﾟは、全て35Rとする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注記

6. 床材に縞鋼鈑を使用する場合は、直径10mmの

 　排水孔を間隔1m（0.7m　）程度に1個所

 　程度設けること。

2

 4.部材は全て、溶融亜鉛めっきとする。

   但し、板厚3.2mm未満の部材と普通ボルト・ナットはHDZT49(HDZ35)、

   板厚3.2mm以上6.0mm未満の部材はHDZT63(HDZ45)とする。

   亜鉛めっきの膜厚は、JIS H 8641 HDZT77(HDZ55)とする。

B - B 縮尺 1:8

25 25
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25 25

50 50

2
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80

下部工検査路詳細図(その3) 縮 尺　1:125
下野大橋　P11橋脚  西行き STA.135+29.9

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１７）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１７）

項目 規格 数量 適用

打込式アンカー M16x125 24

既設下部工検査路撤去 37

現場切断延長 0.37

既設下部工検査路 現場孔明け φ19 4

数量表
単位

本

kg

m

箇所

1箇所当り材料表 1箇所当り

KIND DIMENSION UNIT WEIGHT NUM TOTAL NOTE

WEIGHT (kg) BER WEIGHT

P 34φx2.3x 1342 1.8 2.42 1 2 RAIL

P 34φx2.3x 1144 1.8 2.06 1 2 RAIL

P 34φx2.3x  612 1.8 1.1 1 1 RAIL

P 34φx2.3x 1931 1.8 3.48 1 3 RAIL

P 34φx2.3x 2552 1.8 4.59 1 5 RAIL

P 34φx2.3x  502 1.8 0.904 1 1 RAIL

P 21.7φx1.9x 1342 0.928 1.25 2 2 H-TIE

P 21.7φx1.9x 1132 0.928 1.05 2 2 H-TIE

P 21.7φx1.9x 600 0.928 0.557 2 1 H-TIE

P 21.7φx1.9x 1931 0.928 1.79 2 4 H-TIE

P 21.7φx1.9x 2552 0.928 2.37 2 5 H-TIE

P 21.7φx1.9x 502 0.928 0.466 2 1 H-TIE

L 65x 65x 6x 1233 5.91 7.29 6 44 POST

PL 165x 12x  285 15.5 4.42 6 27 BASE

BN M 16x 45(2-W) 0.154 24 4

UB 呼び 25C型 0.138 6 1 C形

UB 呼び 15C型 0.118 12 1 C形

CP 2520x3.2x 1005 26.79 67.8 2 136 FLOOR

CH 75x 40x 5x 7x 2540 6.92 17.6 2 35

CH 75x 40x 5x 7x 2031 6.92 14.1 2 28

L 50x 50x 6x 2530 4.43 11.2 2 22

FB 65x  6x 2530 3.06 7.74 4 31

BN M 10x 30(1-W)(1-TW) 0.054 42 2

PL 100x  8x 2520 6.28 15.8 2 32 BASE

BN M 16x 45(2-W) 0.154 6 1

393 kg
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注　　意

（２）キャッププレートのRは曲率半径を示す。
（３）普通ボルトについては、緩み止めナットとする。

（１）スカラップは、全て R=35とする。

KIND DIMENSION
UNIT WEIGHT NUM TOTAL

NOTE
WEIGHT (kg) BER WEIGHT

STK φ 406.4 × 12.7 × 9800 123 kg/m 1205.40 1 1205.4 POST

PL 36 × 690 × 690 97.90 1 97.9 BASE PL

PL 12 × 140 × 250 1.56 8 12.5 RIB PL

PL 4.5 × φ 430 5.13 1 5.1 TOP PL

PL 4.5 × 50 × 50 0.09 4 0.4 G PL

PL 2.3 × φ 450 2.87 1 2.9 CAP PL

STK φ 216.3 × 8.2 × 678 42.1 kg/m 28.54 2 57.1 B KT

PL 2.3 × φ 220 0.69 2 1.4 CAP PL

PL 22 × φ 375 12.73 2 25.5 FLG PL

PL 9 × 70 × 213 1.05 16 16.8 RIB PL

STK φ 216.3 × 8.2 × 4228 42.1 kg/m 178.00 2 356.0 BEAM

PL 2.3 × φ 220 0.69 2 1.4 CAP PL

PL 22 × φ 375 12.73 2 25.5 FLG PL

PL 9 × 70 × 180 0.38 16 6.1 RIB PL

STK φ 139.8 × 4.5 × 1845 15.0 kg/m 27.68 2 55.4 TIE BEAM

［ 150 × 75 × 6.5× 10 × 152 18.6 kg/m 2.83 2 5.7 PIECE

［ 150 × 75 × 6.5× 10 × 272 18.6 kg/m 5.06 2 10.1 PIECE

H.T.BOLT M 20 × 80 (F8T) 16 BEAM

M.BOLT M 16 × 65 (1UN,1N,2PW,1SW) 8 STRUT

PAN  HEAD
SCREW M 8 × 20 4 TOP PL

TOTAL 1885.2

M.BOLT M 42 × 200 (1UN,1N,2PW) 8 BASE PL

材料表 1箇所当り
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正　面　図 S=1:60

下野大橋　P33橋脚  西行き STA.144+06

側　面　図 S=1:60

梁・柱の取合詳細図 S=1:20

橋脚部詳細図 S=1:20

ａ 部詳細図 S=1:20

ｂ 部詳細図 S=1:10

ｃ 部詳細図 S=1:10

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１８）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１８）
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"b"部

"c"部

7
82

4
00

3
82

42
9

標識柱支持ブラケット
既設橋脚

"a"部詳細  S=1:25

不陸調整材
(エポキシ樹脂注入) t=5mm
鉄筋探査工

シール材施工
(注記参照)

5mm程度

"b"部詳細  S=1:12.5

5mm程度

シール材施工
(注記参照)

"c"部詳細  S=1:12.5

10mm程度

1
0m
m程

度5
m
m程

度

シール材施工
(注記参照)

A - A  S=1:12.5
シール詳細

正　面　図

側　面　図

平　面　図

縮 尺　1:125

縮 尺　1:125

縮 尺　1:125

F24 標識基礎工鋼製ブラケット図（その1）縮 尺　1:125

下野大橋　P33橋脚  西行き STA.144+06

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（１９）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（１９）

1箇所当り

KIND DIMENSION UNIT WEIGHT NUM TOTAL NOTE

WEIGHT (kg) BER WEIGHT

PL 790x 28x  782 174 136 1 136 BASE

PL 790x 22x 1962 136 267 1 267 FLG

PL 790x 22x 1998 136 272 1 272 FLG

PL 713x 22x 1962 123 181 2 362 WEB

PL 150x 22x  713 25.9 18.1 3 54 RIB

PL 500x 22x  706 86.4 61 1 61 DIA

PL 361x 22x  706 62.3 44 1 44 DIA

DB D 29x  510 5.04 2.57 8 21

NT M 24 0.108 8 1

WS M 24 0.035 8 1

DB D 29x  605 5.04 3.05 4 12

NT M 24 0.108 4 1

WS M 24 0.035 4 1

PL 600φx    9 20 1 20 HAND-A

PL 680φ- 480φx 25 35.8 2 72 HAND-A

BN M 16x100 0.232 6 1 HAND-A

PL 750x  9x  600 53 26.4 1 26 HAND-B

PL 900x 25x  680 177 51.8 2 104 HAND-B

BN M 16x100 0.232 6 1 HAND-B

PL 430x  9x  790 30.4 24 1 24 RIB

PL 363x  9x  790 25.6 20.2 1 20 RIB

PL 178x  9x  790 12.6 9.95 1 10 RIB

PL 345x  9x  173 24.4 2.11 5 11 RIB

1522 kg

材料表

材料表
項目 規格 単位 数量 適用

コンクリート削孔箇所 φ39 , L=445 箇所 12

コンクリート削孔長 φ39 , L=445 m 5.340

エポキシ樹脂

削孔部 リットル 2.931

ブラケット背面不陸調整 〃 3.279

合計 〃 6.21

鉄筋探査工 横向き ㎡ 0.656

1箇所当り

落下防止ワイヤ― φ6(SUS304) m 3.000

マンホール蓋 アイボルト M8(SS400) 個 8

落下防止ワイヤ― シャックル BB型 8(SUS304) 8

ワイヤー固定金具 φ6用 (SCS13) 8

個

個

ナイロンコーティング(250μm以上）

注記)

 3.各種寸法については、現地計測後に確定する。

 1.ブラケットと既設コンクリート面の隙間にエポキシ樹脂を注入、

   充填し確実に密着させること。

   橋脚面は目荒しを行うこと。

 2.ブラケット全周にシール材施工すること。
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 1-L FLG  PL 790x 22x 1998

 2-WEB  PL 713x 22x 1962

 1-U FLG  PL 790x 22x 1962

TYPE-A

TYPE-B
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F-FE-E

 1- PL 430x 9x 790

 1- PL 363x 9x 790

 1- PL 178x 9x 790

 5- PL 345x 9x 173

アイボルト

M8　（SS400）

落下防止ワイヤー

蓋落下防止策詳細

シャックル
BB型　8　（SUS304）

1-　落下防止ワイヤ-　6φ　x　750（SUS304)
2-　アイボルト　M8　（SS400)ナイロンコーティング
2-　シャックル　BB型　8　（SUS304)

2-　ワイヤー固定金具 φ6用（SCS13)

(製作数：4)

6Φ(SUS304)

ワイヤー固定金具
6φ用 （SCS13）

マンホール蓋,ブラケットWEB

外側

内側

6 - BN M16 x 100 (1-W付)(SS400)

1 - PL φ600 x 9(SS400)

2 - PL φ680 x 25 (SM400A)

ナット3辺溶接

t=9
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30φ54070

100 100

15 15

25
22

8

φ480

φ450

φ600

ハンドホール詳細

6-φ19孔
M16

25

30 30

7030

1箇所当り（全1箇所）

6 - BN M16 x 100 (1-W付)(SS400)

1 - PL 750 x 9 x 600(SS400)

2 - PL 900 x 25 x 680 (SM400A)

ナット3辺溶接

t=9

φ900

30φ690105

135 135

15 15
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1箇所当り（全1箇所）
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4-φ32孔
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4-長孔φ32x40
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178

3
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3
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9

173

2
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1
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4-φ32孔
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4-長孔φ32x40

後面:4-長孔φ32x40
前面:4-φ32孔

7
13

注記)

 1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

 2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

 3.部材は全て、溶融亜鉛めっきとする。

   但し、板厚3.2mm未満の部材と普通ボルト・ナットはHDZT49(HDZ35)、

 8.各種寸法については、現地計測後に確定する。

   板厚3.2mm以上6.0mm未満の部材はHDZT63(HDZ45)とする。

 4.ねじの突出嶺はねじ山3山以上を確保すること。

 5.ブラケットと既設コンクリート面の隙間にエポキシ樹脂を注入、

 7.　印は新設アンカーボルトを示す。

   亜鉛めっきの膜厚は、JIS H 8641 HDZT77(HDZ55)とする。

   充填し確実に密着させること。

   橋脚面は目荒しを行うこと。

 6.ブラケット全周にシール材施工すること。

F24 標識基礎工鋼製ブラケット図（その2）縮 尺　1:125

下野大橋　P33橋脚  西行き STA.144+06

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（２０）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（２０）
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 新設歩廊（製作数:1）

42 - BN  M10 x 30 (1-W,1-TW)

 2 - CH  75 x 40 x 5 x 7 x 2540

 2 - Ch.PL 2520 x 3.2 x 850 (SS400相当品)

 2 - PL  100 x 8 x 2520 (SM400A)

 4 - FB  65 x 6 x 2530

 2 - L   50 x 50 x 6 x 2530

 2 - CH  75 x 40 x 5 x 7 x 1721

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 1342 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1342 (STK400)

 6 - L    65 x 65 x 6 x 1233

 6 - PL  165 x 12 x 285 (SM400A)

24 - BN  M16 x 45 (2-W)

 6 - U.BOLT 呼び 25C

12 - U.BOLT 呼び 15C

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 1144 (STK400)

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 612 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1132 (STK400)

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 1621 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 600 (STK400)

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 2552 (STK400)

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 503 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1621 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 2552 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 503 (STK400)

撤去数量（製作数:1）

 8 - BN  M16 x 40 (1-W,SW)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1962 (STK400)

 2 - PL  150 x 6 x 185 (SM400A)

 2 - L    65 x 65 x 6 x 1208

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 1962 (STK400)

 2 - PL  150 x 6 x 85 (SM400A)

 2 - U.BOLT 呼び 25C

 4 - U.BOLT 呼び 15C
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5. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、

 　ボルト径+3mmを標準とする。

3. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止め

 　ナットを使用すること。

2. 特記なきｽｶｰﾗｯﾌﾟは、全て35Rとする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注記

6. 床材に縞鋼鈑を使用する場合は、直径10mmの

 　排水孔を間隔1m（0.7m　）程度に1個所

 　程度設けること。

2

 4.部材は全て、溶融亜鉛めっきとする。

   但し、板厚3.2mm未満の部材と普通ボルト・ナットはHDZT49(HDZ35)、

   板厚3.2mm以上6.0mm未満の部材はHDZT63(HDZ45)とする。

   亜鉛めっきの膜厚は、JIS H 8641 HDZT77(HDZ55)とする。
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鋼製ブラケット 200
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既設検査路

新設検査路
 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 1370 (STK400)

 1 - PIPE φ34.0 x 2.3 x 1024 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1370 (STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1024 (STK400)

1
9
11

 6 - BN  M16 x 45 (2-W)

1370

1
0
24

1962

既設検査路 手摺 撤去

既設手摺延長
1962+1370+1024=4356mm

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

手摺寸法図

縮 尺　1:125

下野大橋　P33橋脚  西行き STA.144+06

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（２１）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（２１）

P33橋脚（上り線）下部工検査路詳細図(その1)
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5. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、

 　ボルト径+3mmを標準とする。

3. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止め

 　ナットを使用すること。

2. 特記なきｽｶｰﾗｯﾌﾟは、全て35Rとする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注記

6. 床材に縞鋼鈑を使用する場合は、直径10mmの

 　排水孔を間隔1m（0.7m　）程度に1個所

 　程度設けること。

2

 4.部材は全て、溶融亜鉛めっきとする。

   但し、板厚3.2mm未満の部材と普通ボルト・ナットはHDZT49(HDZ35)、

   板厚3.2mm以上6.0mm未満の部材はHDZT63(HDZ45)とする。

   亜鉛めっきの膜厚は、JIS H 8641 HDZT77(HDZ55)とする。
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 新設数量（製作数:1）

20 - BN  M16 x 50 (2-W)

 2 - L   100 x 100 x 13 x 2328

 2 - L   100 x 100 x 13 x 2550

24 - ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ M16 x 125

 4 - L    50 x 50 x 6 x 440

 2 - L   100 x 100 x 13 x 951

 2 - L   100 x 100 x 13 x 577

16 - BN  M16 x 45 (2-W)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1370 (STK400)

 4 - U.BOLT 呼び 15C

 2 - PL  521 x 9 x 239(SM400A)

 2 - PL  210 x 9 x 235(SM400A)

 2 - PL  326 x 9 x 459(SM400A)

 8 - PL  210 x 9 x 90(SM400A)

 4 - PL  330 x 19 x 300(SM400A)

 2 - L   100 x 100 x 13 x 929

 2 - PL  292 x 9 x 183(SM400A)

 2 - L   100 x 100 x 13 x 1911

下野大橋　P33橋脚  西行き STA.144+06

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（２２）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（２２）

P33橋脚（上り線）下部工検査路詳細図(その2) 縮 尺　1:50

材料表 1箇所当り

KIND DIMENSION UNIT WEIGHT NUM TOTAL NOTE

WEIGHT (kg) BER WEIGHT

L 100x 100x 13x 2550 19.1 48.7 2 97

L 100x 100x 13x 2328 19.1 44.5 2 89

L 100x 100x 13x 577 19.1 11 2 22

L 100x 100x 13x 951 19.1 18.2 2 36

L 100x 100x 13x 929 19.1 17.7 2 35

L 50x 50x 6x 440 4.43 1.95 4 8

PL 521x  9x  239 36.8 5.1 2 10

PL 210x  9x  235 14.8 2.47 2 5

PL 326x  9x  459 23 8.55 2 17

PL 292x  9x  183 20.6 3.05 2 6

PL 210x  9x   90 14.8 1.17 8 9

BN M 16x 50(2-W) 0.162 20 3

PL 330x 19x  300 49.2 14.8 4 59 BASE

AN M 16x125 - 24 - 打込み式

BN M 16x 45(2-W) 0.154 16 2

P 21.7φx1.9x 1370 1.27 2 3 H-TIE

UB 呼び 15C型 0.118 4 1

475 kg

L 100x 100x 13x 1911 19.1 36.5 2 73
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歩廊断面及び構造詳細 CH - 75x40x5x7

歩廊端部詳細 歩廊中間部詳細

縮尺 1:8"a"部詳細 "b"部詳細 縮尺 1:8
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5. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、

 　ボルト径+3mmを標準とする。

3. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止め

 　ナットを使用すること。

2. 特記なきｽｶｰﾗｯﾌﾟは、全て35Rとする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注記

6. 床材に縞鋼鈑を使用する場合は、直径10mmの

 　排水孔を間隔1m（0.7m　）程度に1個所

 　程度設けること。

2

 4.部材は全て、溶融亜鉛めっきとする。

   但し、板厚3.2mm未満の部材と普通ボルト・ナットはHDZT49(HDZ35)、

   板厚3.2mm以上6.0mm未満の部材はHDZT63(HDZ45)とする。

   亜鉛めっきの膜厚は、JIS H 8641 HDZT77(HDZ55)とする。

B - B 縮尺 1:8

25 25

30

25 25

50 50

2

3
50

80

2520

1160

10

100

10

1090

4-19x40長孔

501
00 50

170

1
5
00

新設検査路部

一般部

端支柱部

46

φ
34

φ
21
.7

φ
21
.7

φ19孔

PIPE φ21.7x1.9(STK400)

10
1
65

30
1
35

75

35
40

30 50 125 50 30

285

34
34

（SS400）

L-65x65x6

PIPE φ34.0x2.3(STK400)
30

65

35

1-PL 165x12x285（SM400A）

4-BN M16x45（2-W）

PIPE φ21.7x1.9(STK400)

6

φ13孔

φ13孔

φ13孔

1
651
35

1030

285

200

12530 50 3050
φ19孔6

75

Uボルト詳細

25(C形)

15(C形)

R1
2

10
47

12
10

25 30
ネ

ジ
切

り
長 M10

34

ナット

（3種）

ナット

（1種）

縮尺 1:5

26

46

M10

30

R18

ナット

（3種）

ナット

（1種）

ネ
ジ

切
り
長

17
17

60
10

下野大橋　P33橋脚  西行き STA.144+06

図示

橋梁部案内標識構造詳細図（２３）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

橋梁部案内標識構造詳細図
図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（２３）

P33橋脚（上り線）下部工検査路詳細図(その3) 縮 尺　1:50

項目 規格 数量 適用

打込式アンカー M16x125 24

既設下部工検査路撤去 38

現場切断延長 0.37

既設下部工検査路 現場孔明け φ19 4

数量表
単位

本

kg

m

箇所

1箇所当り材料表 1箇所当り

KIND DIMENSION UNIT WEIGHT NUM TOTAL NOTE

WEIGHT (kg) BER WEIGHT

P 34φx2.3x 1342 1.8 2.42 1 2 RAIL

P 34φx2.3x 1144 1.8 2.06 1 2 RAIL

P 34φx2.3x  612 1.8 1.1 1 1 RAIL

P 34φx2.3x 1621 1.8 2.92 1 3 RAIL

P 34φx2.3x 2552 1.8 4.59 1 5 RAIL

P 34φx2.3x  503 1.8 0.905 1 1 RAIL

P 21.7φx1.9x 1342 0.928 1.25 2 2 H-TIE

P 21.7φx1.9x 1132 0.928 1.05 2 2 H-TIE

P 21.7φx1.9x 600 0.928 0.557 2 1 H-TIE

P 21.7φx1.9x 1621 0.928 1.5 2 3 H-TIE

P 21.7φx1.9x 2552 0.928 2.37 2 5 H-TIE

P 21.7φx1.9x 503 0.928 0.467 2 1 H-TIE

L 65x 65x 6x 1233 5.91 7.29 6 44 POST

PL 165x 12x  285 15.5 4.42 6 27 BASE

BN M 16x 45(2-W) 0.154 24 4

UB 呼び 25C型 0.138 6 1 C形

UB 呼び 15C型 0.118 12 1 C形

CP 2520x3.2x  850 26.79 57.4 2 115 FLOOR

CH 75x 40x 5x 7x 2540 6.92 17.6 2 35

CH 75x 40x 5x 7x 1721 6.92 11.9 2 24

L 50x 50x 6x 2530 4.43 11.2 2 22

FB 65x  6x 2530 3.06 7.74 4 31

BN M 10x 30(1-W)(1-TW) 0.054 42 2

PL 100x  8x 2520 6.28 15.8 2 32 BASE

BN M 16x 45(2-W) 0.154 6 1

367 kg
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新設

SUPPORTRB

1

4

2

数量

kg

計

2

1357.7

kgkg/個kg/m,mmm

計

kg

3

POST1

mm
使用箇所

単品重量長さ寸  法
材質No.

特 記 事 項

(1)指示なき材質はSS400･STK400とする。

PILE

3.280.401.04387φ13

3

POST

(2)普通ボルトのナットについては、緩み止めナットとする。

1044.911044.901357740H 350×350×12×19

H

2392.2

STK φ558.8×9.5 5000 129 645.00 1 645.0

2 PILESTK φ558.8×9.5 5500 129 709.50 1 709.5

1347.311347.301359980350×350×12×19

材料表

㎥1 0.34コンクリート　B1-3
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SUPPORTRB
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PILE

3.280.401.04387φ13

3

POST

1033.011033.021357652H 350×350×12×19

H

2273.8

STK φ558.8×9.5 4500 129 580.50 1 580.5

2 PILESTK φ558.8×9.5 5000 129 645.00 1 645.0

1240.911240.921359192350×350×12×19

数量
2 kgkg/個kg/m,mmmmm

使用箇所
単品重量長さ寸  法

材質No.

材料表

特 記 事 項

(1)指示なき材質はSS400･STK400とする。

(2)普通ボルトのナットについては、緩み止めナットとする。

㎥1 0.34コンクリート　B1-3
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丸鋼とH鋼の上側接触部のみ溶接
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新設
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1

4

2

kg

計 1357.7

計

kg

3

POST1

PILE

3.280.401.04387φ13

3

POST

1110.111110.111358223H 350×350×12×19

H

2522.6

STK φ558.8×9.5 5000 129 645.00 1 645.0

2 PILESTK φ558.8×9.5 5500 129 709.50 1 709.5

1412.511412.5113510463350×350×12×19

数量
2 kgkg/個kg/m,mmmmm

使用箇所
単品重量長さ寸  法

材質No.

材料表

特 記 事 項

(1)指示なき材質はSS400･STK400とする。

(2)普通ボルトのナットについては、緩み止めナットとする。

㎥1 0.34コンクリート　B1-3

本線確認標識 S=1:100
東行き  KP 104.81

本線確認標識 S=1:100
西行き  KP 116.97

杭頭部詳細図 S=1:20

本線確認標識 S=1:100
西行き側  KP 124.68

（複柱式）

図示

標識構造詳細図（１）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

標識構造詳細図（１）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号
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特 記 事 項

(1)指示なき材質はSS400･STK400又は同等品以上とする。

1 STK POSTφ114.3×4.5 3917 12.2 47.79 1 47.8

計 55.6 kg

4

6

CAP PLPL 6×φ125 0.58 1 0.6

60.2

計 60.8 kg

2 0.620.321.58204φ16 SUPPORTRB

1 STK PILEφ216.3×5.8 2000 30.1

3

60.20 1

2 STK POSTφ76.3×3.2 500 5.77 2.89 1 2.9

3 STK BEAMφ76.3×3.2 610 5.77 3.52 1 3.5

5 CAP PLPL 6×φ85 0.27 1 0.3

7

CAP PLPL 12×55×50 0.26 2 0.5

数量
2 kgkg/個kg/m,mmmmm

使用箇所
単品重量長さ寸  法

材質No.

材料表

㎥1 0.02コンクリート　B1-3

1：
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コンクリート
B1-3

CONCRETE CLASS B1-3

HOLE φ20

RB-φ16

丸鋼の上側と

側面の円周半分を溶接

丸鋼の上側と

側面の円周半分を溶接

204

2
04

1
50

2
00

1
50

5
00

丸

側

（単柱式）

図示

標識構造詳細図（２）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

標識構造詳細図（２）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

本線規制標識 S=1:40
西行き  STA.128+75
東行き  STA.129+97

杭頭部詳細図 S=1:10
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100mm以上

SL4F

（ステンレス）
シンブル

（ステンレス）

シンブル使用ワイヤロープ φ4（7×19　ss／0）

注意（加工後長:要現地調整）：L≒2400（上側）,4600（下側）

ステンレスワイヤ（φ4）は、
JIS G3550 相当品とする。

※　現地加工前：L=3200（上側）､L=5400（下側）

100
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5
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アルミプレート
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100×15×150
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シャックル
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アルミプレート

SUSワイヤー

A
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B

アルミ

T80×80×5×8SUSワイヤー

φ216.3

アルミプレート

100mm以上

SL4F

（ステンレス）

シンブル

（ステンレス）

シンブル

使用ワイヤロープ φ4（7×19　ss／0）

注意（加工後長:要現地調整）：L≒2800（上側）,4000（下側）

ステンレスワイヤ（φ4）は、
JIS G3550 相当品とする。

※　現地加工前：L=3600（上側）､L=4800（下側）
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φ18孔

2-φ12孔

18 2161

1
0
0

C30

（2-PW,2-絶縁W）

シャックル

呼びφ14

ワイヤー

リブ孔φ11

高リブ

21 34

18

55

アルミプレート

シャックル

アルミプレート

シャックル

SUSワイヤー

1
5
0
0

5000
A B

A B

6
0
0

アルミプレート

SUSワイヤー

絶縁テープ

アルミ

T80×80×5×8

φ216.3

φ216.3

※上記（）内寸法は表示板分割位置等を考慮し調整

西行き　STA.150+35

図示

落下防止対策詳細図（１）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

落下防止対策詳細図（１）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東行き　STA.108.94.5
標識板　 600×5000
標識板　1500×5000

※【高速道路付属物の二重の安全対策設計・施工暫定要領 平成27年7月】巻末資料-標準対策事例図参照

西行き  1.4km:STA.144+06  400m:STA.135+29.9  行動点:STA.132+35

標識板　 600×4000

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

取付プレート詳細図　S=1:10取付部詳細図　S=1:10正 面 図　S=1:40 側　面 図　S=1:40

標識板　2650×4000

B - BA - A

東行き    1km:STA.119+02  400m:STA.123+24    行動点:STA.126+30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

取付プレート詳細図　S=1:10取付部詳細図　S=1:10正 面 図　S=1:40 側　面 図　S=1:40
B - BA - A

取付プレート

単位

材料表

φ4（7×19　SS/0）

PL-100×15×150

形　状　寸　法

枚1

数量 備考

M10×40

呼びφ14

W100

名　称番号

2

3

4

5

ステンレスボルト

ステンレスワイヤー

シャックル（BB）

絶縁テープ

材　質

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

SS400

4

8

4

4

4

本

本

個

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）

箇所

1箇所当り

A126 シンブル 8 個

SL4F7 シンプルロック 8 現地かしめによる処理個

ステンレス

取付プレート

単位

材料表

φ4（7×19　SS/0）

PL-100×15×150

形　状　寸　法

枚1

数量 備考

M10×40

呼びφ14

W100

名　称番号

2

3

4

5

ステンレスボルト

ステンレスワイヤー

シャックル（BB）

絶縁テープ

材　質

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

SS400

4

8

4

4

4

本

本

個

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）

箇所

1箇所当り

A126 シンブル 8 個

SL4F7 シンプルロック 8 現地かしめによる処理個

ステンレス
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φ18孔

φ12孔

2
5

1
0
0

2
5

1
5
0

100

L

ステンレスワイヤφ4 シンプルロックSL4F絶縁ゴム（内径φ10･外径φ16）

590

3420

590

※L≒2300

シンプルロック：SL10S

ステンレスワイヤ φ10

7×19 SS／O

（ナイロンコーティング）

BBシャックル呼径φ24

（ステンレス）

シンブル

（工場加工）

ステンレススリーブ

※現地加工前：L=2800

2
0
0

7
0

3
0

7
0

3
0

200

40 50110

6
0

6
0

40 503-φ23孔

3-M20

（亜鉛めっき）

φ37孔

PL-16
（亜鉛めっき）

内照板裏側みぞ形鋼

※上記（）内寸法及び調整用の孔加工位置は

　支柱の寸法を考慮し調整して下さい。

2550

7
5
0

1
0
0

2
0
5
0

2
9
0
0

梁材

φ165.2

ステンレスワイヤー

φ10（7×19）

内照板

A

A

B

B

ステンレスワイヤー

　φ10（7×19）

絶縁テープ

取付プレート

内照板裏側みぞ形鋼

1
6
5
0

5
5
0

7
0
0

4
5
5

2
8
0

2
2
5

2
8
0

4
1
0

4
@
7
0=

4
@
7
0=

5
9
5

5
0
5

5
5
0

（ナイロンコーティング）

3-M20

みぞ形鋼

7
0

7
0

50

調整用孔

調整用孔

（φ23）

（φ23）

（φ23）

7
0

7
0

BBシャックル呼径φ24

シンプルロック

西行き　STA.130+35

図示

落下防止対策詳細図（２）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

落下防止対策詳細図（２）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東行き　STA.128+35
標識板　 600×2400
標識板　1900×2400

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

取付プレート詳細図　S=1:10取付部詳細図　S=1:10正 面 図　S=1:40側　面 図　S=1:40
B - B A - A

※【高速道路付属物の二重の安全対策設計・施工暫定要領 平成27年7月】巻末資料-標準対策事例図参照

東行き側  KP 115.010

正 面 図　S=1:40

標示板　900×5700
900×5700
900×5700

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

取付プレート詳細図　S=1:10

単位

材料表
形　状　寸　法 数量 備考名　称番号 材　質

1箇所当り

1

2

3

4

5

6

7

取付プレート

めっきボルト

ステンレスワイヤー

シャックル(BB)

シンプルロック

ステンレススリーブ

シンブル

絶縁テープ

φ10（7×19　SS/0）

PL-200×16×200

M20×70

呼びφ24

SL10S

φ10用

A18

W＝100

SS400

SS400

（強度区分8.8）

W＝1008

枚4

12

2

4

4

本

本

個

個

2 個

2 個

2 箇所

1緩み止めナット、2非金属ワッシャー付　HDZT49

JIS G 3550

HDZT77、ナイロンコーティング(250μm以上）

溶融亜鉛めっき仕上げ（JIS H 8641）HDZT77

ステンレス

現地かしめによる処理

アイ圧縮止め（工場圧着）

取付プレート

単位

材料表

φ4（7×19　SS/0）

PL-100×15×150

形　状　寸　法

枚1

数量 備考

M10×40

呼びφ14

名　称番号

2

3

4

5

ステンレスボルト

ステンレスワイヤー

シャックル（BB）

材　質

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

SS400

6

12

3

6

本

本

個

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）

1箇所当り

A12

6

シンブル 6 個

SL4F

7

シンプルロック 6 現地かしめによる処理個

ステンレス

ステンレス

内径φ10・外径φ16絶縁ゴム 6 箇所

取付プレート取付は落下防止対策詳細図（８）による
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図示

落下防止対策詳細図（３）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

落下防止対策詳細図（３）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

※【高速道路付属物の二重の安全対策設計・施工暫定要領 平成27年7月】巻末資料-標準対策事例図参照

取付プレート

単位

材料表

φ4（7×19　SS/0）

PL-100×15×150

形　状　寸　法

枚1

数量 備考

M10×40

呼びφ14

名　称番号

2

3

4

5

ステンレスボルト

ステンレスワイヤー

シャックル（BB）

材　質

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

SS400

8

16

4

8

本

本

個

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）

1箇所当り

A12

6

シンブル 8 個

SL4F

7

シンプルロック 8 現地かしめによる処理個

ステンレス

ステンレス

内径φ10・外径φ16絶縁ゴム 8 箇所

西行き側  KP 116.97

正 面 図　S=1:40

標識板　1020×1100　1020×4500

取付プレート詳細図　S=1:10

　　　　　　　　　　1020×4500

　　　　　　　　　　1020×4500

西行き側  KP 124.68

正 面 図　S=1:40

標示板　　　1020×5600
1020×1100　1020×5600
　　　　　　1020×5600
　　　　　　1020×5600

東行き側  KP 104.81

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

　　　　　　　　　　1020×4500

取付プレート

単位

材料表

φ4（7×19　SS/0）

PL-100×15×150

形　状　寸　法

枚1

数量

M10×40

呼びφ14

名　称番号

2

3

4

5

ステンレスボルト

ステンレスワイヤー

シャックル（BB）

材　質

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

SS400

8

16

4

8

本

本

個

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）

A12

6

シンブル 8 個

SL4F

7

シンプルロック 8 現地かしめによる処理個

ステンレス

ステンレス

内径φ10・外径φ16絶縁ゴム 8 箇所

取付プレート取付は落下防止対策詳細図（８）による。
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くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒650

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

600

6
00

アルミPL

SUSワイヤー

シャックル

2
38

2
12

2
93

5
8

アイナット部

3
50

1
50

アルミPL

シャックル

支柱

φ60.5

SUSワイヤー

a部

アイナット部
くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒350

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

450

45
0

2
80

363

1
92

1
63

支柱

φ60.5

SUSワイヤー

a部

アイナット部

600

4
00

アルミPL

2
12

5
0

1
38

SUSワイヤー

アイナット部

5
7

3
00

3
50

アイナット部

6
00

2
93

3
00

シャックル

シャックル

支柱

φ76.3

SUSワイヤー

a部

アイナット部

アルミPL

くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒1200

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒350

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

支柱

φ60.5

SUSワイヤー

アイナット部

a部600
3
50 2
14

5
0

8
6

SUSワイヤー

アイナット部

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　φ600　350×600

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　450×450

正 面 図　S=1:30 側　面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　φ400　φ600　350×600

側　面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　350×600

図示

落下防止対策詳細図（４）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

落下防止対策詳細図（４）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

※【高速道路付属物の二重の安全対策設計・施工暫定要領 平成27年7月】巻末資料-標準対策事例図参照

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本1

数量 備考

A12

PL-50×9

名　称番号

2

3

4

5

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SUS304強度区分70JISB1054

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

M12

6

アイナット 2 個

M12×35ステンレスボルト 2

現地かしめによる処理

本

ステンレス

ステンレス

ステンレス

JIS B 1169相当

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本1

数量 備考

A12

PL-50×9

名　称番号

2

3

4

5

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SUS304強度区分70JISB1054

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

M12

6

アイナット 2 個

M12×35ステンレスボルト 2

現地かしめによる処理

本

ステンレス

ステンレス

ステンレス

JIS B 1169相当

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

M10アイナット 4 個

現地かしめによる処理

ステンレス

ステンレス

JIS B 1169相当

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート

M10×35

PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4

4

本

本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

M10アイナット 2 個

現地かしめによる処理

ステンレス

ステンレス

JIS B 1169相当

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート

M10×35

PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4

2

本

本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

8

8
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くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒400

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

1200

6
00 アルミPL

SUSワイヤー

シャックル

1
25

4
18

5
7

シャックル

支柱

φ76.3

SUSワイヤー

アルミPL

a部

900

1
1
50

1
60

SUSワイヤー

3
95

5
95

アルミPL

シャックル

a部

支柱

φ89.1

SUSワイヤー

シャックル

アルミPL
くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒350

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

シャックル

支柱

φ89.1

SUSワイヤー

a部

アルミPL

アルミPL

シャックル

9
1

9
00 6
39

1
70

SUSワイヤー

9
1

3
51

4
57

9
00

900

くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒350・600

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

900

1
8
00

アルミPL

SUSワイヤー

シャックル

1
60

1
0
07

6
33 シャックル

支柱

φ139.8

SUSワイヤー

a部

アルミPL

くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒1000

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　600×1200

正 面 図　S=1:30 側　面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　1150×900

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　表φ900　裏φ900

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　1800×900

図示

落下防止対策詳細図（５）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

落下防止対策詳細図（５）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

※【高速道路付属物の二重の安全対策設計・施工暫定要領 平成27年7月】巻末資料-標準対策事例図参照

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

現地かしめによる処理ステンレス

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4 本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

現地かしめによる処理ステンレス

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4 本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

現地かしめによる処理ステンレス

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4 本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

4

8

8

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

現地かしめによる処理ステンレス

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

4

8 本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 6 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

42 / 55



くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒850

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）
（ステンレス）

500

1
6
00 アルミPL

SUSワイヤー

シャックル

1
60

8
74

5
66 シャックル

支柱

φ101.6

SUSワイヤー

アルミPL

a部

くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒900

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

シャックル

SUSワイヤー

a部

アルミPL

支柱

φ101.6

900

1
60

アルミPL

SUSワイヤー

シャックル

6
22

5
68

1
3
50

750

3
05

4
921
0
61

2
63

75
0

シャックル

SUSワイヤー

アルミPL

支柱

φ76.3

SUSワイヤー

a部

シャックル

アルミPL
くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒450

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒500

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

SUSワイヤー

a部

シャックル

アルミPL

支柱

φ89.1

900

4
11

4
921
2
73

3
69 90
0

シャックル

SUSワイヤー

アルミPL

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　1600×500

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　1350×900

正 面 図　S=1:20 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　750×750

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　900×900

図示

落下防止対策詳細図（６）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

落下防止対策詳細図（６）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

※【高速道路付属物の二重の安全対策設計・施工暫定要領 平成27年7月】巻末資料-標準対策事例図参照

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

現地かしめによる処理ステンレス

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4 本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

現地かしめによる処理ステンレス

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4 本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

現地かしめによる処理ステンレス

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4 本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

現地かしめによる処理ステンレス

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4 本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス
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シャックル

支柱

φ139.8

SUSワイヤー

a部

アルミPL

550

2
2
50

アルミPL

SUSワイヤー

シャックル

1
60

6
63

1
4
27

くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒650

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

600

SUSワイヤー

1
80 9
0

9
0

アルミPL

シャックル

アイナット部

1
80 9
0

9
0

3
50

1
25

1
88

3
7

　アイナット部

3
00

アイナット部

6
00

3
00

くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒1150

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

支柱

φ101.6

シャックル

アルミPL

SUSワイヤー

a部

アイナット部

くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒300・1100

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

支柱
φ114.3

支柱
φ76.3

支柱
φ76.3

アルミPL

シャックル

600

6
00

1
51

SUSワイヤー

1
11

3
38

600

4
00

2
12

5
0

1
38

SUSワイヤー

アイナット部

アイナット部

5
0

3
503
00

アルミPL
シャックル

1
50

6
00

4
50

アイナット部

支柱

φ76.3

a部

SUSワイヤーアルミPL

支柱

φ114.3

SUSワイヤー

a部

アイナット部

シャックル

アルミPL

600

4
00

アルミPL

シャックル

2
12

5
0

1
38

SUSワイヤー

アイナット部

1
333
50

6
3

1
55

シャックル

支柱

φ60.5

SUSワイヤー

a部

アルミPL

アイナット部
くさび

100mm以上
くさび

※両端シンプルロック止め
注意（両端加工後長）：L≒450

ステンレスワイヤ（φ4）は、JIS G3550 相当品とする。

シンブル

シンブルSL4

使用ワイヤロープ φ4（7×19 ss/0）

（ステンレス）

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　2250×550

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　350×600　180×600　φ600　180×600

正 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

正 面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　φ600  φ400　350×600　φ600

側 面 図　S=1:30 側 面 図　S=1:30

正 面 図　S=1:30 側　面 図　S=1:30

ステンレスワイヤー詳細図　S=1:10

標示板　φ400　350×600

図示

落下防止対策詳細図（７）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

落下防止対策詳細図（７）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

※【高速道路付属物の二重の安全対策設計・施工暫定要領 平成27年7月】巻末資料-標準対策事例図参照

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

現地かしめによる処理ステンレス

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4 本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

M10アイナット 6 個

現地かしめによる処理

ステンレス

ステンレス

JIS B 1169相当

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート

M10×35

PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4

6

本

本 現地かしめによる処理

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

8

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

2

4

4

1

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

M10アイナット 2 個

現地かしめによる処理

ステンレス

ステンレス

JIS B 1169相当

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート

M10×35

PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

2

4

2

本

本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 4 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

8

ステンレスワイヤー

単位

材料表

SL4F

φ4（7×19　SS/0）

形　状　寸　法

本3

数量 備考

A12

PL-150×9

名　称番号

4

5

6

7

シンブル

シンプルロック

取付金具(a部)

材　質

SS400

4

8

8

2

個

個

組

1緩み止めナット､2非金属ワッシャー付

JIS G 3550相当

HDZT77、ボルト類HDZT49

1箇所当り

M10アイナット 4 個

現地かしめによる処理

ステンレス

ステンレス

JIS B 1169相当

取付金具(a部)の詳細は、落下防止対策詳細図（８）による。

取付プレート

M10×35

PL-100×15×150 枚1

M10×402 ステンレスボルト

4

8

4

本

本

A5052P

SUS304強度区分70JISB1054

呼びφ14シャックル(BB) 8 個 HDZT77、ナイロンコーティング（250μm以上）SS400

ステンレス

8
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取付プレート詳細図　S=1:5

a部金具詳細図　S=1:10

取付部詳細図　S=1:5
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図示

落下防止対策詳細図（８）

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

落下防止対策詳細図（８）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

※【高速道路付属物の二重の安全対策設計・施工暫定要領 平成27年7月】巻末資料-標準対策事例図参照
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―

本線標識構成表（１）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

本線標識構成表（１）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（西行き）
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―

本線標識構成表（２）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

本線標識構成表（２）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（西行き）
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―

本線標識構成表（３）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

本線標識構成表（３）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（西行き）
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―

本線標識構成表（４）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

本線標識構成表（４）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（東行き）
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―

本線標識構成表（５）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

本線標識構成表（５）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（東行き）
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―

本線標識構成表（６）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

本線標識構成表（６）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（東行き）
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―

ＳＩＣ内標識構成表（１）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

ＳＩＣ内標識構成表（１）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（西行き）
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―

ＳＩＣ内標識構成表（２）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

ＳＩＣ内標識構成表（２）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（西行き）
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―

ＳＩＣ内標識構成表（３）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

ＳＩＣ内標識構成表（３）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（東行き）
54 / 55



―

ＳＩＣ内標識構成表（４）

東日本高速道路株式会社　関東支社

宇 都 宮 管 理 事 務 所

北 関 東 自 動 車 道

下野スマートＩＣ舗装工事

ＳＩＣ内標識構成表（４）図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

（東行き）
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